
附
則
別
表
の
ふ
つ
素
及
び
そ
の
化
合
物
（
単
位

ふ
つ
素
の
量
に
関
し
て
、
一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
ミ
リ
グ
ラ
ム
）
の

項
中
「
非
鉄
金
属
製
錬
・
精
製
業
（
貴
金
属
製
造
・
再
生
業
を
除
き
、

海
域
以
外
の
公
共
用
水
域
に
排
出
水
を
排
出
す
る
も
の
に
限

る
。）

一
一

」
を
削
り
、「
ほ
う
ろ
う
鉄
器
製

造
業
（
一
日
当
た
り
の
平
均
的
な
排
出
水
の
量
が
五
〇
立
方
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、」を
「
ほ
う
ろ
う
鉄
器
製

造
業
（
」
に
、「
製
造
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
一
日
当
た
り
の
平
均
的
な
排
出
水
の
量
が
五
〇
立
方
メ
ー
ト
ル
以
上
」
を

「
製
造
す
る
も
の
」
に
改
め
、 「

ほ
う
ろ
う
鉄
器
製
造
業
（
一
日
当
た
り
の
平
均
的
な
排
出
水
の

量
が
五
〇
立
方
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
る
も
の
に
限
る
。）

う
わ
薬
製
造
業（
ほ
う
ろ
う
う
わ
薬
を
製
造
す
る
も
の
で
あ
り
、

か
つ
、
一
日
当
た
り
の
平
均
的
な
排
出
水
の
量
が
五
〇
立
方

メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
る
も
の
に
限
る
。）

二
五

」
を
削

る
。

附
則
別
表
の
ア
ン
モ
ニ
ア
、
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
化
合
物
、
亜
硝
酸
化
合
物
及
び
硝
酸
化
合
物
（
単
位

ア
ン
モ
ニ
ア
性

窒
素
に
〇
・
四
を
乗
じ
た
も
の
、
亜
硝
酸
性
窒
素
及
び
硝
酸
性
窒
素
の
合
計
量
に
関
し
て
、
一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
ミ
リ

グ
ラ
ム
）
の
項
中
「
イ
ッ
ト
リ
ウ
ム
酸
化
物
製
造
業

一
五
〇

」
を
削
り
、「
二
五

〇
」
を
「
一
七
〇
」
に
、「
四
〇
〇
」
を
「
二
二
〇
」
に
、「
五
〇
〇
」
を
「
四
〇
〇
」に
改
め
、「
炭
酸
バ
リ
ウ
ム
製
造
業

八
〇
〇

」
を
削
り
、「
畜
産
農
業

黄
鉛
顔
料
製
造
業

」
を
「
畜
産
農
業

」に
改
め
、「
す
ず
化
合
物
製
造

業
及
び
」
を
削
り
、「
一
八
〇
〇
」
を
「
一
〇
〇
〇
」
に
改
め
、「
硝
酸
銀
製
造
業
、」を
削
り
、「
二
〇
〇
〇
」
を
「
一
八
〇

〇
」
に
、「
四
〇
〇
〇
」
を
「
三
六
〇
〇
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
二
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

告

示

平成™™年�月˜日 火曜日 第œš™š号官 報

第
四
条
第
二
項
中
「
満
た
す
と
き
は
、」の
下
に
「
指

定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
九
十
四
条
の
二
の
規
定

に
よ
り
基
準
該
当
生
活
介
護
と
み
な
さ
れ
る
通
い
サ
ー

ビ
ス
又
は
」
を
加
え
、「
基
づ
き
生
活
介
護
若
し
く
は
自

立
訓
練
又
は
」
を「
よ
り
自
立
訓
練
若
し
く
は
」に
、「
障

害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
事
業
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
」

を
「
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
基
準
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

令
第
百
八
条
第
一
項
」
を
「
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

基
準
第
百
八
条
第
一
項
」
に
、「
障
害
者
自
立
支
援
法
に

基
づ
く
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
等
の
人
員
、

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
第
四
章
第
五
節
（
同
令

第
九
十
五
条
を
除
く
。）、」を
「
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
基
準
」
に
、「
同
令
第
百
六
十
四
条
」
を
「
第
百
六
十

四
条
」
に
、「
同
令
第
百
七
十
三
条
」
を
「
第
百
七
十
三

条
」
に
、「
同
令
第
百
十
一
条
（
同
令
」
を
「
第
百
十
一

条
（
第
五
十
八
条
及
び
」
に
、「
適
用
し
な
い
」
を
「
適

用
せ
ず
、
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
百
十
一
条

に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
基
準
第
五
十
八
条
中
「
サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
」

と
あ
る
の
は
、「
基
準
該
当
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
計
画
を

作
成
す
る
た
め
に
必
要
な
研
修
を
受
け
た
者
」と
す
る
」

に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
の
数
と
」
の
下
に
「
指
定

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
九
十
四
条
の
二
の
規
定
に

よ
り
基
準
該
当
生
活
介
護
と
み
な
さ
れ
る
通
い
サ
ー
ビ

ス
又
は
」
を
加
え
、「
基
づ
き
生
活
介
護
若
し
く
は
自
立

訓
練
又
は
」
を
「
よ
り
自
立
訓
練
若
し
く
は
」に
改
め
、

同
項
第
二
号
中
「
の
数
と
」
の
下
に
「
指
定
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
基
準
第
九
十
四
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
基
準

該
当
生
活
介
護
と
み
な
さ
れ
る
通
い
サ
ー
ビ
ス
又
は
」

を
加
え
、「
基
づ
き
生
活
介
護
若
し
く
は
自
立
訓
練
又

は
」
を
「
よ
り
自
立
訓
練
若
し
く
は
」
に
改
め
、
同
項

第
四
号
中
「
及
び
」
の
下
に
「
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
基
準
第
九
十
四
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
基
準
該
当
生

活
介
護
と
み
な
さ
れ
る
通
い
サ
ー
ビ
ス
又
は
」を
加
え
、

「
生
活
介
護
若
し
く
は
自
立
訓
練
又
は
」
を
「
自
立
訓

練
若
し
く
は
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
生
活
介
護

若
し
く
は
」
を
削
り
、「
指
定
生
活
介
護
事
業
所
（
障
害

者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

事
業
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
第
七

十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
生
活
介
護
事
業
所
を

い
う
。）、
指
定
自
立
訓
練
事
業
所
（
同
令
」
を
「
指
定

自
立
訓
練
事
業
所
（
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
基
準
」

に
改
め
る
。

〇
財
務
省
告
示
第
百
八
十
九
号

政
府
短
期
証
券
及
び
割
引
短
期
国
庫
債
券
の
取
扱
い
に

関
す
る
省
令
（
平
成
十
四
年
財
務
省
令
第
六
十
七
号
）
第

三
条
に
規
定
す
る
者
を
定
め
る
件
（
平
成
十
五
年
一
月
財

務
省
告
示
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
二
年
六
月
一
日

財
務
大
臣

菅

人

〇
消
費
者
庁
告
示
第
五
号

消
費
者
安
全
法
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
五
十
号
）
第

二
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
消
費
者
庁
長
官
に

委
任
さ
れ
た
同
法
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
権

限
に
属
す
る
事
務
を
、
次
に
掲
げ
る
都
道
府
県
知
事
又
は

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
を
置
く
市
町
村
の
長
が
行
う
こ
と
と

し
た
の
で
、
同
法
施
行
令
第
九
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
六
月
一
日

消
費
者
庁
長
官

内
田

俊
一

一

消
費
者
安
全
法
第
二
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
消
費
者
庁
長
官
に
委
任
さ
れ
た
事
務
を
行
う
こ
と

と
し
た
都
道
府
県
知
事
及
び
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
を
置

く
市
町
村
の
長

北
海
道
知
事
、
青
森
県
知
事
、
岩
手
県
知
事
、
秋
田

県
知
事
、
山
形
県
知
事
、
福
島
県
知
事
、茨
城
県
知
事
、

栃
木
県
知
事
、
群
馬
県
知
事
、
千
葉
県
知
事
、
東
京
都

知
事
、
新
潟
県
知
事
、
富
山
県
知
事
、
石
川
県
知
事
、

福
井
県
知
事
、
山
梨
県
知
事
、
長
野
県
知
事
、
岐
阜
県

知
事
、
静
岡
県
知
事
、
愛
知
県
知
事
、
三
重
県
知
事
、

大
阪
府
知
事
、
奈
良
県
知
事
、
和
歌
山
県
知
事
、
鳥
取

県
知
事
、
島
根
県
知
事
、
徳
島
県
知
事
、香
川
県
知
事
、

愛
媛
県
知
事
、
高
知
県
知
事
、
宮
崎
県
知
事

札
幌
市
長
、
新
潟
市
長
、
京
都
市
長
、
大
阪
市
長
、

神
戸
市
長
、
広
島
市
長
、
北
九
州
市
長
、
福
岡
市
長

二

一
の
都
道
府
県
知
事
又
は
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
を
置

く
市
町
村
の
長
が
行
う
こ
と
と
す
る
事
務
の
内
容

消
費
者
安
全
法
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
（
重
大
消
費
者
被

害
の
発
生
又
は
拡
大
の
防
止
を
図
る
た
め
に
実
施
し
得

る
他
の
法
律
の
規
定
に
基
づ
く
措
置
が
あ
る
こ
と
が
明

ら
か
で
あ
る
場
合
を
除
く
。）に
お
い
て
、
各
都
道
府
県

又
は
各
市
町
村
の
区
域
内
に
事
務
所
、
事
業
所
そ
の
他

そ
の
事
業
を
行
う
場
所
が
所
在
す
る
事
業
者
に
対
し
、

報
告
を
求
め
、当
該
場
所
の
立
入
調
査
及
び
質
問
を
し
、

並
び
に
物
品
を
集
取
す
る
事
務

〇
環
境
省
令
第
十
号

水
質
汚
濁
防
止
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
八
号
）
第
三
条
第
一
項
及
び
第
二
十
七
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

排
水
基
準
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
六
月
一
日

環
境
大
臣

小
沢

鋭
仁

排
水
基
準
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

排
水
基
準
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
十
三
年
環
境
省
令
第
二
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

附
則
第
二
項
中
「
九
年
間
」
を
「
十
二
年
間
」
に
改
め
る
。

〇
法
務
省
告
示
第
三
百
二
号

公
証
人
法
（
明
治
四
十
一
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
七

条
ノ
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
公
証
人
に

電
磁
的
記
録
に
関
す
る
事
務
を
行
わ
せ
る
。

こ
の
告
示
は
、
告
示
の
日
か
ら
効
力
を
生
ず
る
。

平
成
二
十
二
年
六
月
一
日

法
務
大
臣

千
葉

景
子

東
京
法
務
局
所
属

松
田

章

福
井
地
方
法
務
局
所
属

日
俣

修

同

上
坂

功

š
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